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会員（OB/OG）近況報告
 

BMC33期の卒業生として近況を報告する。
BMC卒業以来17年経過し、BMCの経験が

生きている体験は数え切れないが、紙面の関
係上、以下に3点だけ記す。

1. 日常業務の底上げ
製薬会社のファーマコビジランス業務には、

薬の安全性に関する法規制に対応する役割も
ある。この際、患者情報を医学的に理解出来
ないと正確な対応は出来ない。まがりなりに
も、BMC卒業以来17年、私が業務を遂行でき
ているのは、BMCで培われた医学的知識の基
礎があるからと感謝している。

2. 未来医学への探求心
BMCは私に未来の医学への興味をかきたて

て下さった。特に以下の二点に興味を持ち、

その後も進展を探求している。
①授業において、セントラルドグマによる

精妙な生命誕生の仕組みをご教示いただ
いが、人類はその生成法を有用に応用出
きるか？例えば、糖類獲得のため、人工
光合成が研究されているように、その蛋
白合成方法を利用して、食用蛋白を安価
に大量合成できたら素晴らしい。

②一方の精神活動は、神経細胞における情
報処理であることをご教示いただいた。
すると処理回路は物理的だろうから、肉
体の演算素子としての働きが完全に解明
されるのが待ち遠しい。ヒトの精神活動
の元となる処理回路の仕組みが解明され、
事故や病気で精神活動が障害されても、
再度、そのヒトの精神活動が復旧できる
ようになれば素晴らしい。

BMC33期修了生
MSD株式会社

正木 人志
Hitoshi Masaki

「未来医学の進展」を楽しく探求する日々
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3. 仲間との交流
そして今年の飲み会写真をご参照いただい

てお分かりの通り、一番楽しいひと時は、卒
業生との恒例の飲み会である。私の近況は、

「日常業務の基礎」を与えてくださったことを
感謝しつつ、「仲間との飲み会」を励みに、「未
来医学の進展」を楽しく探求している日々で
ある。




